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アウトライン
• 開発に用いた基盤システムについて 

• Kubernetes、GCE、GKE 

• 開発に用いた方法、そのツールについて 

• Ruby、Ansible、Docker、Google Cloud SDK 

• それらの最新版追従の方法 

• 他、観測した開発手法について



開発に用いた基盤システムについて



Kubernetesとは
• 現在 GitHub 上で開発が行われ
ている OSS 

• Docker Container の オーケ
ストレーションシステム 

• クラスタを構成するノードを管
理し、コンテナ実行をユーザ定
義要件(CPU、メモリなど)に従っ
てスケジューリングしてくれる 

• label や pod と呼ばれる論理
的な単位で作成、管理、公開な
どができる



GKEとは
Google Cloud Platform による 
Kubernetes の提供 
(Amazon によるものなどがある)



GKEのメリット
• Kubernetes の開発を主導して
いる Google が提供しているだ
けあって、追従がはやい。 

• 実質Kubernetes リファレンス
実装 

• Kubernetesクラスタをほぼ 1
コマンドで構築でき、GCPの
提供する他サービスを簡単に利
用することができる。(一部の
機能はGCPを用いて実装され
ている)



GKEとKubernetes
関係図



開発に用いた方法、そのツールについて



Immutable 
Infrastructure
• クラウドの利点を活かして、作っ
て壊す、「使い捨て」で開発が
よい。 

• 新しくなるものをクリーン(旧
バージョンなソフトウェアが
入っていない)な状態から構
築する 

• 各インスタンスの状態を考え
なくて良い 

• 開発者ごとの環境を作りやす
い



Infrastructure 
as Code

• Ruby 

• Rake task 

• GEM(Bundler) 

• Ansible 

• Docker 

• Google Cloud SDK 

• Kubernetes



苦しんだこと - 1 
構築スクリプト実行環境を構築・統一する
• 課題 

• Infrastructure構築をコード化しても、そのコードを実行させる
ことのできる環境を構築するのに苦労する 

• 解決策 

• staging(踏み台) インスタンスを用意した 

• 注意点 

• staging インスタンスからさらに他サービスを利用するのには特
別なパーミッションが必要 (googleでもAWSでも)



苦しんだこと - 2 
構築する際、別のインフラに依存がある
• 課題 

• 依存を解決するのにインターネット上の別インフラに依存してい
ることが多い 

• 例えばGemfile.lockなどで使用するパッケージのバージョンも含め
て指定できるとしても、それが入手できないことがある(CDNに障
害がでたこともあった) 

• 解決策 

• 出来る限り、内部パッケージングするところもコード化し、依存
を減らす、依存が解決できたときの状態をパッケージングする



苦しんだこと - 3 
Dockerのキャッシュ機能の利点と課題
• 課題 

• Docker Image のビルドは、なるべくキャッシュが使われてとても早い 

• しかし、基本イメージ( = Linux ) に加えて要求するパッケージを取得
したい場合、キャッシュされているイメージに埋め込まれている、その
パッケージ取得先が変わってしまい、キャッシュが使えないことがある 

• 解決方法 

• 速度は犠牲にして毎度no-cacheを使う 

• 毎度ビルドせず、動いたもの自体を用いる



苦しんだこと - 4 
月曜日デモがしにくい
• 課題 

• 金曜日確認して、壊して、翌月曜日作れない 

• α更新リリースが日本時間からずれて9時間後 

• 解決策 

• 影響先のリリーススケジュールやバージョン固定機能を確
認、あれば用いる 

• CIを用いて定期的にテスト・確認し追従する（後述)



GKE、Kubernetes、Docker  
を αバージョン から追従する
だいたいの α版は「リリースノート以外（ほとんどの場合、リリースノートに
すら乗らずに) パラメータが変更されることが多い 
我々が使用している間に、望む機能がどんどん追加されていくため、積極的に
追従したい。



追従するには？
• 公開されている議論を読む 

• 公開されているissueを読む 

• 同じissueで苦しんでいる人がたくさんいると優先度
が高くなる 

• 優先的に実装されそうなものが見えてくる



CIによるテスト
• 構成されるツールがいつ最新版がリリースされるかわからない。 

• 定期的に、これまで動いていたパラメータで構築を行い、ログを
保存し、以下を確認する。 

• ログ中にエラー、警告メッセージが確認されるか 

• REST API Server に投げる値 

• REST API Server から得られた値 

• 構築されたものに必要なものがあるか



Jenkins CI 
Build Flow

DSLでテストする順序を書ける 
失敗したらログは残すがインスタンス 
は捨てる



Jenkins CI 
Build 履歴

必要な時間、失敗の頻度など 
確認できる



他観測した手法について



観測した手法 - 1 
GitHub - 
PullRequest 上 
で議論する
狙いや設計などをブランチを切っ
てテキストファイルを書いて議論 
GitHubでは行ごとにツッコミを
入れることができるので進めやす
いようだ。



観測した手法 - 2 
GitHub 上で Bot 
が 書式に沿え と突っ
込んでくる
恨まれやすいことは bot にやら
せると、恨みが積もりにくい？？



観測した手法 - 3 
GitHubにいるBOT
がテストしたりライセ
ンス同意を求めてくる
恨まれやすいことは bot にやら
せると、恨みが積もりにくい？？



まとめ
• 開発に用いた基盤システムGKEなどについて説明した 

• 開発に用いた方法、そのツールについて説明し、利点
と課題について説明した 

• 他、観測した開発手法と予想できた利点について、紹
介した


